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緒 言

害虫類の殺虫剤に対する感受性検定法には局所施用法,

残 留面接触法,浸 漬法などいろいろな方法があり,試 験

の目的や対象とする昆虫によってそれぞれ最も適した方

法が用いられている(會 田,1985)。

これらの方法のうち局所施用法は供試昆虫1頭 当りに

施用する薬剤量が正確に規定でき,異 なった時間,場 所

において行われた試験結果を相互に比較する際に便利で

あることなどの理由で,感 受性のモニタリングや個体群

間の薬剤感受性比較などに最もよく用いられる方法であ

る。

本法は殺虫力が薬剤の施用後速やかに表れる薬剤の場

合には最 も適した殺虫試験法であると言えるが,幼 虫に

対する脱皮阻害が殺虫力の主な作用機構であり,遅 効的

な昆虫生育制御剤(以 下IGR剤 と記す)の 場合には必

ず しも感受性検定法としてふさわしい方法 とは言 えない。

また,神 経伝達阻害を主な殺虫機構 とする通常の殺虫剤

であっても幼虫に対する殺虫力は齢により異なってくる

が,脱 皮阻害を主な作用機作とするIGR剤 の場合には,

脱 皮に伴って昆虫の表皮組織に大 きな変化を生 じるため

齢のみならず脱皮後の経過時間の違いによっても感受性

に大きな違いを生ずることが考えられる。

栗山ら(1987)は ウンカ ・ヨコバイ類のブプロフェジ

ンに対する感受性検定法として,ポ ット栽培 した水稲に

ブプロフェジン水和剤を散布 し,こ の水稲にウンカ類の

幼虫を放飼 してその後の羽化あるいは死亡状況を調査 し

て50%致 死濃度を求める方法が最も適 した方法であるこ

とを報告 した。 この場合にも感受性が幼虫の齢のみなら

ず薬剤に接触するまでの脱皮後の経過時間の違いによっ

ても異なってくるので,供 試昆虫の脱皮後の経過時間を

そろえる必要があるという。

しかし,実 際に感受性検定を行う場合に齢と脱皮後の

経過時間がそろった幼虫を相当数準備することは必ず し

も容易なことではない。そこでこれらの条件が厳密には

そろっていないヒメ トビウンカ幼虫を用いてブプロフェ

ジンに対する感受性を検定する方法について検討したの

で報告する。

材 料 お よ び 方 法

ブプロフェジン

市販のブプロフェジン水和剤を水道水で適宜の濃度に

希釈 して使用 した。 なお,展 着剤 としてラビデン を

5,000倍 となるように所定量添加 した。

イネ幼苗の薬剤処理法

育苗用培土にイネ(品 種:レ イホウ)を 播種 し,27℃

の定温室で長さ5～10cm(本 葉2枚 展開)ま で育苗した

ものを上記薬液に30秒 間浸漬 し,風 乾後根部を湿った脱

脂綿で巻いて試験管(2.6×20cm)に 入れた。1本 の試

験管には3～4本 のイネを用いた。

供試昆虫

イネ芽出し苗を用いて累代飼育 しているヒメ トビウン

カ(1984年9月 鹿児島県市来町大里で採集し,鹿 児島県

農業試験場で飼育中の系統を分譲 されたもの)の 幼虫

(4齢 を中心として3齢 および5齢 を含む,試 験管当り

約20頭 使用)を 上記試験管内の薬剤処理イネに放飼 し,

27℃,16時 間照明の定温室に置いてその後の羽化,死 亡

状況を24時 間ごとに調査した。

結 果

無処理および50～0.781ppmの ブプロフェジン液に浸

漬 したイネに,そ れぞれ約60頭 の幼虫を放飼 したときの

幼虫の羽化状況は第1図 に示 したとおりである。

無処理のイネに放飼した幼虫の羽化は放飼24時 間以内

から始 まり,放 飼6日 後に終了した。50ppmの ブプロ

フェジンで処理 したイネに放飼した場合にも放飼24時 間

後までは正常に羽化する個体が見られたが,放 飼24時 間

目以降に羽化 したものはなかった。薬剤濃度が低くなる
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第1図 ブプ ロフェジンを処理 した イネ幼苗 に放 飼 した ヒメ ト

ビウンカ幼虫の羽化状況

第2図 ブプ ロフェジ ンを処理 したイネ幼苗 に放飼 した ヒメ ト

ビウンカ幼虫の死亡状況

にしたがって放飼後24～48時 間あるいは放飼48時 間以降

に羽化する個体が多くなり,全 羽化個体に対する羽化時

期別個体の割合の分布が無処理区のそれに近づいた。ま

た,全 供試個体に対する羽化虫の割合は薬剤濃度が高い

ほど低くなった。

放飼後の死亡状況は第2図 に示 した。ブプロフェジン

の濃度が50～12.5ppmで は放飼24時 間以内に死亡する

個体がみ られたが,6.25ppm以 下 の濃度では放飼24時

間以内に死亡するものはなく,ま た,濃 度の低下ととも

に死亡率も低下した。

考 察

日本農薬株式会社(1985)に よれば,3齢 脱 皮後21時

間以内および4齢 脱皮前24～18.5時 間 に100ppmの ブプ

ロフェジン水和剤を散布した水稲に放飼 した トビイロウ

ンカ3齢 幼虫は4齢 への脱皮時に死亡するが,4齢 脱皮

前18.5～5.5時 間 に同様に薬剤を散布 した水稲に放飼 し

た3齢 幼虫は4齢 への脱皮時には死亡せず,5齢 への脱

皮時に死亡したと報告されている。また,4齢 脱皮後45

時間を経過した トビイロウンカをブプロフェジンを散布

したイネに放飼する場合,薬 剤を処理 したイネに接触 し

ている時間を変えたときのLC50値 は薬剤処理イネへの

接触時間が長いほど小さくなるということが報告されて

いる。さらに,浅 井ら(1984)に よれば トビイロウンカ

幼虫のブプロフェジンに対する齢別感受性はLC50値 で

1齢 の0.13ppmか ら5齢 の0.49ppmま で3倍 以上の違

いがあるという。このようにウンカ類のブプロフェジン

に対する感受性は幼虫の齢や脱皮から薬剤に接触するま

での時間,薬 剤に接触している時間の長短によってかな

りの違いを生じると考えられる。

以上のことからIGR剤 に対する感受性検定 を厳密に

行うには齢と脱皮後の経過時間をそろえた幼虫を相当数

準備する必要があるが,そ のためにはかなりの労力を要

する。また,IGR剤 で は試験結果の調査でも通常の殺

虫試験のように薬剤施用24時 間あるいは48時 間後に一度

調査をすればよいという訳にはいかない。そこでIGR

剤に対する感受性検定法を簡易化する一つの試みとして

供試昆虫の齢および脱皮後の経過時間をそろえずに,ほ

ぼ大きさのそろった幼虫を前述の方法で薬剤処理したイ

ネに放飼してその後の羽化,死 亡状況を調査する方法を

採用 した。この場合結果の項で示 したように50ppmと

い う高い濃度でも放飼後24時 間以内に羽化する個体が相

当認められた。薬剤に接触後羽化 した成虫は接触時間に

もよるが産卵数の減少が認められる(日 本農薬株式会社,

1985)の で,害 虫の密度抑制という意昧では効果がある

と判断されるが,前 述のとおり薬剤の接触時間の長短が

薬剤の効果に大きく影響するため,放 飼後48時 問 目まで

に羽化 したものは死虫率の計算にあたっては供試個体数

から除外した。また,放 飼後48時 間 目までに死亡した個
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第1表 ブプ ロフェジ ンを処理 したイネ幼苗 に放飼 した ヒメ トビウンカ幼虫の死亡率

3～5幼 虫を放飼 。無処理 区の羽 化最終 日は放飼6日 目であった。

すべ ての放飼個 体を有 効と した場 合*,お よび放飼後24時 間以内に羽化あるいは死 亡 した側 体を除外 した場合

**回帰直線 はx2検 定で適 合してい なか った。

第2表 ヒメ トビウンカの ブプ ロフェジンに対す る

感受性検定試験結果

*1無処理区の死虫率

体は供試数として加えても差 し支えないと考えられるが,

薬 剤への接触時間がある程度以上長い場合を有効供試虫

数とするという考え方で,こ の期間に羽化した個体数を

供試虫数から除外 したのと同様にこの期間に死亡した個

体数もLC50値 の計算データから除外 した。

第1表 にはすべての供試虫を有効とした場合,放 飼後

24時 間以内に羽化あるいは死亡 した個体を除外 した場合,

同様に放飼後48時 間以内に羽化または死亡 した個体を除

いた場合の有効供試虫数と死亡率を示 した。放飼48時 間

目までに羽化あるいは死亡 した個体を除外した場合につ

いてABBOTTの 補正式(1925)に したがって無処理の

死亡率を0に 補正してBLISS(1935)の プロビット変換

によりLC50値 を求めた結果,5.8ppmと い う値が得 ら

れた。

上述の方法によって反復試験を行ったときの補正死虫

率 とLC50灘値 は第2表 のとおりであり,LC50値 の平均

は6.6ppmと なった。

ヒメ トビウンカに対する6.6ppmと い うLC50値 は既

第3表 ブプロフェジンを散布 したイネを用いた殺虫試験結果

ポッ ト栽培の イネに薬剤 を散布 し,風 乾 後幼虫 を放飼 した。

浸漬法 によ る試験 と同様 に放飼後48時 間目 までに羽化 また

は死亡 した ものは有効 供試 数か ら除外 した。

報(日 本農薬株式会社,1985)の 値 と比較するとかなり

大きいが,そ の理由は薬剤を処理 したイネの大きさおよ

びイネに対する薬剤の処理方法の違いによるものと考え

られた。すなわち,3～4葉 期のポット栽培のイネにブ

プロフェジン水和剤を十分量散布 し,風 乾後このイネを

抜き取り,前 述の実験に用いたものと同 じ試験管に入れ,

ヒメ トビウンカ幼虫を放飼 したところ第3表 のような結

果が得られた。前述のように幼苗を浸漬する方法による

LC50値6.6ppmに 比べ散布 イネを用いた場合のLC50値

は1/10以 下 の0,5ppm付 近にあるという結果であった。

2つ の方法ではイネの大きさがかなり異なり,さ らに実

験 中の稲体の肥大伸長 も認められるなど稲体に付着した

薬剤量にも大 きな違いがあると考えられ,散 布法と浸漬

法ではLC50値 に大きな違いを生 じたものと思われる。

本報告に記した浸漬法での反復間にほぼそろった数値が

得られたことから,本 法を感受性検定法として用いるこ

とが可能であると考える。
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